
  

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

◆ 会長あいさつ      富永 悟会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

１０月１７日の例会記録 

 

 皆さんこんばんは、本日は少数精鋭のように感じます

が木村研修リーダーに元気よく「四つのテスト」をやって

いただきましたので、少数ですが頑張って行きたいと思

います。 

 今月は米山月間という事で、DVD を見て米山の勉強

をしたいと思っております。本来は本日昼間に米山記念

館に行く予定を理事会で検討していましたが、皆さんの

都合が合わないという事で次回に繰り越しとして折を見

て米山記念館に私も行ったことがないので皆さん揃って

行ってみたいと思っております。 

 10 月 15 日日曜日、市民体育館で行われた卓球大会

に長谷部直前会長と飯山幹事、田川会員と私でご挨拶

に行ってまいりました。当日は、300 名の参加でのトー

ナメント大変盛り上がっていました。団体小学生の部・

中学生の部戦・個人戦一般の部という形で 2 つの大会

を同時進行で行っていました。このように地域のスポー

ツを通して活性化を図る団体に我々ロータリーとしても

応援できることはとても良い事ではないかと思っており

ます。 

 昨日会長幹事会がございました。今回から IM の実行

委員会も同時に始まりました。3 月 17 日に IM がござい

ます。その会議が始まりました。今年度は当クラブから

佐々木ガバナー補佐が出ておりますので、私がIMの実

行委員長の拝命を受けましたので、今年度のインター

シティミーティングは実行委員長として責務を務めさせ

ていただくことになりました。 

 

第２６１回 例会 １０月２４日 草加市文化会館          
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幹事 飯山 英彦 

会 長：富 永   悟 

幹 事：飯 山 英 彦 

 

例会日：毎週火曜日 19:00～20:00 
例会場：草加市文化会館 
事務局：草加市青柳 8-56-21 
    TEL/FAX 048-967-5315 
    PC：sokamatsubara@abelia.ocn.ne.jp 

国際ロータリー第 2770 地区第 9グループ 

草 加 松 原 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  

森エレクトは今回の会議には都合で参加できなかった

のですが、副実行委員長となっておりますので次回か

ら宜しくお願いしたいと思っております。 

そして会長幹事会の中で話が出ましたが、来年２月

２７日～3月2日、「日台の記念事業」が台湾で行われ

ます。佐々木ガバナー補佐も参加されるということで

草加松原RCとしても是非サポートしていきたいと思い

ます。会員の皆様も奮ってご参加いただきたいと思い

ます。詳しくは幹事からお知らせいたします。 

また、週末からフィリピンに国際奉仕に行ってまいり

ます。マリキーナイースト RC とタイアップして事業を行

うマニラのコンセプション小学校に「水と衛生施設」と

いう事でトイレの下水施設の修理という事、どのような

状況なのかを視察させていただき、お金をお渡しした

いと思います。その検証は、今回行った際に時期につ

いても話をしてきますので、検証の際は是非とも多く

の皆さまでマリキーナイースト RC を訪問し、コンセプ

ション小学校の子ども達に元気を与えたいと思ってお

りますので参加をお願い致します。 

また、6 月にはカナダのトロントで国際大会が行わ

れます。地区からこちらの登録も是非宜しくとの伝言

がありました。皆さんご検討いただきたいと思います。 

11 月 27 日に公式訪問がありますので今月末には

ポリオ寄付を送金したいと思います。お1人50㌦以上

という事で今月のレートで換算し￥6,000 以上をご寄

付いただければと思います。皆様のご協力を宜しくお

願い致します。 

本日のもよろしくお願いします。 

２０１７‐１８年度 国際ロータリーテーマ 

ロ ー タ リ ー ； 変 化 を も た ら す 
 

＊＊本日のプログラム ＊＊ 

開会点鐘         幹事報告 
ロータリーソング    委員会報告 
四つのテスト          ＳＡＡ報告 
お客様紹介         出席報告 
会長挨拶         閉会点鐘 

    卓話 福本孝昭会員 
   

 
 

    



 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                   富永 悟会長 

ロータリーでも日本にしかないという奨学生制度、是非有効に活用したい制度、米山梅吉さんが創設したとい

う事で、本年度は锡林高娃さんが米山の奨学生という事でホストクラブになっております。このようなロータリーの

特色で国際交流ができるということが特色の一つです。米山奨学会に寄付をすることによって我々クラブも奨学

生のホストができるシステムになっておりますので、今日はDVDを見ながら皆さんと米山の勉強をすることによっ

て米山奨学生を理解したいと思っております。 

世界へ届け米山の架け橋 

2017 年 7 月ロータリー米山は財団設立 50 周年を迎えました。事業の創設以来一貫して日本で学ぶ外国人留

学生の支援を行っています。その目的は「日本と世界の架け橋となる人材を育てる事」 

米山記念奨学事業は日本のロータリーの父、奉仕の父と呼ばれた米山梅吉翁の死後、その遺徳を祈念して

始まりました。 

奉仕の人「米山梅吉」 

米山奨学事業の記念の称号を付した米山梅吉氏（1868－1946）は、幼少にして父と 

死別し、母の手一つで育てられました。16 歳の時、静岡県長 泉町から上京し、働きな 

がら勉学に励みました。20 歳で米国へ渡り、ベルモント・アカデミー（カリフォルニア州） 

ウエスレヤン大学（オハイオ州）シラキュース大学（ニューヨーク州）で 8 年間の苦学の 

留学生活を送りました。 

帰国後、文筆家を志して勝海舟に師事しますが、友人の薦めで、２9歳で三井銀行に 

入社し常務取締役となり、その後、三井信託株式会社を設立するなど事業化として 

成功しました。若くから海外の文化に触れてきた梅吉はその生活の中から奉仕の精神 

を学びました。 

日本初のロータリークラブ「東京ロータリークラブ」を設立したのは1920年 52歳のころでした。66歳で三井信

託株式会社の社長を退き、晩年は財団法人三井報恩会の理事長に就任するとハンセン病・結核・癌研究の助

成など多くの社会事業・医療事業に奉仕しました。また、子どもの教育のために、はる 夫人と共に私財を投じ

て小学校を創立しました。”何事も人々からしてほしいと望むことは人々にもその通りせよ”これは米山梅吉氏

の願いでもあり、ご自身の 生涯そのものでした。”他人への思いやりと助け合い”の精神を身もって行いつつ、

そのことについて多くを語らなかった陰徳の人でした。1946 年 78 歳でこの世を去るまで梅吉は多くの社会貢献

を果たします。 

梅吉翁の死から6年後の195２年、東京ロータリークラブのよって米山基金が設立されました。米山梅吉翁の

遺徳を永久に偲ぶことのできる有益な事業を始めようと海外から優勝な学生を招き日本での研究を支援しよう

と東京ロータリークラブが1954年にタイ、からの初めての奨学生を招聘し、その後すでに在日している留学生と

合計で 3 人を支援しました。1 クラブの単独事業として始まった奨学事業はやがて全クラブの合同事業として発

展、多くのロータリアンの努力によって 1967 年 7月財団法人ロータリー米山記念奨学会設立しました。 

戦後まもなく始まったこの事業には大きな特徴があります。それは奨学生一人一人に地域のロータリークラ

ブが世話クラブとなります。そのクラブの会員が専任のカウンセラーとして日本での生活の相談役になる世話ク

ラブカウンセラー制度です。奨学生は日本の学校で勉強する傍ら、セラクラブの例会に出席し奨学金を受け取

ります。そして世話クラブやカウンセラーとの交流を受けて日本の文化や奉仕の精神を学んでいくのです。スタ

ートから 60 年以上続いてきた奨学事業、これまで支援してきた奨学生はおよそ 2 万人、支援した国と地域は

120 以上となりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨学生とロータリークラブとの交流は終了後も続きます。世界中に広がった日本との架け橋である米山学友

達、彼らは今でも日本との交流を図りながら世界中で活躍しています。さらに学友会を設立し、様々な奉仕活動

を行っています。現在学友会は、国内に 33、海外に 9、奉仕の精神を学びロータリアンとなる学友も増え、米山

学友が発足したクラブが国内外に存在します。 

米山奨学会の支援を受け山形大学で教育学を学んだモンゴルのジャンチルさんはモンゴルの首都ウランバ

ートルで日本式の高校を設立した。米山学友でロータリアンの 1 人です。新モンゴル高校で設立時から日本語

の授業を行うなど海外への留学も視野に入れたモンゴルでは有数の進学校、設立以降17年間で日本へ350人

以上の留学生を送っています。現在は小学校・中学校、さらに幼稚園・高等専門学校、工科大学にまでその規

模を広げ、新モンゴル学園としてモンゴルの発展を図っています。 

「何事も人々からして欲しいと望むことは人々にもその通りにせよ」米山梅吉翁の精神は米山所医学界を通じて

世界へと広がっています。戦後日本のロータリーが受け継いできた世界の架け橋となる人作りは学友たちによっ

て世界中へそして次の世代へと広がっていきます。 

 風間利高 米山記念奨学部門委員長 

皆さんこんばんは、今 DVD を観させていただきまして米山の活動がよくわかりました。奉仕という事で勉強をし

たいという方のお役に立てるよう、富永会長、二階堂委員と頑張って行きたいと思います。宜しくお願い致します。 

                  黄色いハンカチ運動について         二階堂祐司会員 

会田社会奉仕委員長が本日欠席で皆様にお伝えくださいと依頼がありましたので報告させていただきます。 

11 月 3 日の「ふささら祭り」で例年通り啓蒙運動を行いますが、テント番号が１５番という事です。ハープ橋に近

い所とのことです。 

前回の例会で皆さんにお集まりいただく時間は９時との事でしたが、ご都合のつく方は早めに来てお手伝いいた

だければ助かります。黄色いジャンパーを着用しますのでお持ちの方はご持参ください。 

  

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会について 

米山記念奨学会は外国人留学生を支援する民間最大の奨学団体です。勉学・研究を志して日本に在留している

外国人留学生に対し、日本全国のロータリアンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する奨学団体です。 

目的 

ロータリー米山記念奨学会は、将来母国と日本との懸け橋となって国際社会で活躍する優秀な留学生を奨学す

ることを目的としています。優秀とは「（1）学業」に対する熱意や優秀性はもちろんのこと、「（2）異文化理解（3）コミ

ュニケーション能力」への意欲や能力に優れている点が含まれます。 

ロータリー米山奨学生は、ロータリークラブを通して日本の文化、習慣などに触れ、社会参加と社会貢献の意識を

育て、将来ロータリーの理想とする国際平和の創造と維持に貢献する人となることが期待されます。 

民間最大の奨学事業 

年間の奨学生採用数は 720 人（枠）、事業費は 12.4 億円（2013-14 年度決算）と、国内では民間最大の国際奨学

事業となっています。これまでに支援してきた奨学生数は、累計で 18,648 人（2015 年 7月現在）。その出身国は、

世界 123 の国と地域に及びます。 

特色 

奨学金による経済的な支援だけでなく、ロータリークラブ独自の世話クラブとカウンセラー 

制度による心の通った支援があります 

シンボルマークについて 

重なり合うハートは「ロータリアン」と「奨学生」を表しています。 

 外国人留学生の支援・交流を通じ、国を超えた絆や信頼関係を築き、やがて、一人 

ひとりの胸に世界平和を願う”心” を育てるという、事業創設の願いが込められています。 

 手は、そうした”心”を生み出すと同時に、当事業がロータリアンの手で支えられていることを示しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 17 日 ニコニコＢＯＸ 

金額 20,000 円 累計 307,000 円 

10 月 17 日  出 席 報 告 

会員総数 40 出席 16 

出席免除  8 ＭＵ 8 

出席適用 32 出席率 75.00 

今後のプログラム 
10/31  卓話 東武新聞社      第２会議室 

井出和志様  
11/7   誕生祝・結婚祝        レセプション 
11/14  マリキーナイースト RC    埼玉屋旅館 
      来訪歓迎会   

富永  悟会長 本日はよねやまについて勉強しました。機会を見てぜひ今度は米山記念館に行ってみたいと
思います。 

飯山 英彦幹事 米山奨学会の活動についての話、ありがとうございました。 
牛山 信康会員 結婚祝のお花が家に届きました。食卓に飾って華やいだ雰囲気をかもし出しています。あり

がとうございました。 
川井 大輔会員 １５日（日）草加環境フェアー盛会でした。 
勝浦 雅和会員 奥歯を抜きました。だんだん歳をとっています 
加藤 芳隆会員 衆議院選挙の期日前投票に行って来ました。市役所に用事があったので、入場券を持ってい

かなかったのですが、名前だけ書くだけで簡単に出来ました。 
風間 利高会員 皆様こんばんは、ご無沙汰しております。出席できずにすみません 
木村 博行会員 やっと雨が上がったので洗濯物を外に干しました。育メンの木村です。風邪などひかないよ

うに皆さんがんばりましょう！！ 
佐々木一男会員 米山記念奨学会、のＤＶＤ楽しみです。 
関   洋会員 夏の疲れが今頃出てきました。天気も雨が多く、一気に冬になりましたね。 
瀬戸健一郎会員 衆議院議員選挙が行われています。皆様の友情に心から感謝しています。 
高橋 昌夫会員 先週はお休みしてすみません。雨続きで寒くて身体が順応できません。 
田中 和郎会員 連日寒い雨が続いていますが予報では明日一日だけ晴れ、明後日からまた雨が続く予報で

す。健康のために外に出て日光浴しましょう。 
二階堂祐司会員 雨ばかりで仕事が暇なのに身体だけはいそがしいのでイラつきます。 
長谷部健一会員 昨日は地区のポリオ撲滅チャリティーゴルフコンペに参加しました。朝から雨ふりでしたが

参加者４人で頑張りました。今日はとうや君ようこそ！！ 
森  勇一会員 いよいよ残すところ２週間余りとなってきました草加商工会議所まつり、皆さん 11/3 は左

岸広場でお待ちしております。 
渡辺美和子会員 急に寒くなって２日目、体調に気をつけて過ごしましょう。会長・幹事がフィリピンの小学

校に持って行って下さる英文の地球儀を持って来ました。 
 

 

幹事報告    飯山英彦幹事 

みなさんこんばんは、幹事報告です。 

＊１１月 14 日の例会は地区大会の振替で例会

は行わない予定でしたが、フィリピンマリキー

ナイーストRCから12名、親善交流という事で

来訪することになりましたので、埼玉屋さんで

日本的な音楽を聴いていただくようなプログラ

ムを今検討しております。ご参加をお願い致

します。 

＊2 月 27 日～3 月 2 日、日台親善会議が台湾

で行われます。 

＊6月23日～27日、カナダ、トロントで国際大会

が行われます。 

＊フィリピンの検証ツアーは日程を調整してきま

すのでこちらのご参加もよろしくお願い致しま

す。 

＊ポリオ寄付、今月末に送金をしたいと思いま

すので皆様宜しくお願い致します。 

 

 

フィリピン国際奉仕 

富永会長と飯山幹事は 

マリキーナイースト RCの 

例会に参加 


